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(57)【要約】
　ディーゼルエンジンを有する輸送用車両の排ガスを浄化するための酸化触媒であって、
担体と、白金、活性酸化アルミニウムおよびアルミニウム・ケイ素混合酸化物からなる触
媒活性被覆とを有する酸化触媒を記載する。酸化アルミニウムおよびアルミニウム・ケイ
素混合酸化物の両方の酸化物担体材料は、白金により触媒活性となっており、その際、比
較的大量の白金が活性酸化アルミニウム上に存在している。この酸化触媒は、硫黄化合物
に対する高い被毒抵抗性と同時に、良好なＮＯ酸化速度によって優れている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　担体と、白金、活性酸化アルミニウムおよびアルミニウム・ケイ素混合酸化物からなる
触媒活性被覆とを有する酸化触媒において、酸化アルミニウムおよびアルミニウム・ケイ
素混合酸化物が白金により触媒活性となっており、その際、触媒中に存在する白金量の５
５～９５質量％は活性酸化アルミニウム上に存在しており、かつ白金の残量はアルミニウ
ム・ケイ素混合酸化物上に担持されており、その際、酸化アルミニウムおよびアルミニウ
ム・ケイ素混合酸化物は、互いに１：１．５～１：４の量比で存在していることを特徴と
する、担体と、白金、活性酸化アルミニウムおよびアルミニウム・ケイ素混合酸化物から
なる触媒活性被覆とを有する酸化触媒。
【請求項２】
　アルミニウム・ケイ素混合酸化物が、アルミニウム・ケイ素混合酸化物の全質量に対し
て５～４０質量％のＳｉＯ2を含有していることを特徴とする、請求項１記載の酸化触媒
。
【請求項３】
　アルミニウム・ケイ素混合酸化物が、６０ｍ2／ｇより大きい比表面積（ＢＥＴ）を有
していることを特徴とする、請求項２記載の酸化触媒。
【請求項４】
　触媒の白金含有率が、触媒担体の体積に対して１リットルあたり０．０７～７グラムで
あることを特徴とする、請求項１から３までのいずれか１項記載の酸化触媒。
【請求項５】
　触媒が、白金以外の別の貴金属を含有していない、特にパラジウムおよびロジウムを含
有していないことを特徴とする、請求項４記載の酸化触媒。
【請求項６】
　触媒が、イリジウム、ルテニウムおよび金からなる群から選択される貴金属を含有して
いないことを特徴とする、請求項４記載の酸化触媒。
【請求項７】
　触媒が、希土類酸化物を含有していない、特に酸化セリウム、酸化ランタン、酸化プラ
セオジムおよび酸化ネオジムを含有していないことを特徴とする、請求項４から６までの
いずれか１項記載の酸化触媒。
【請求項８】
　触媒が、４オングストロームより大きい流路幅下限を有するゼオライト化合物およびゼ
オライト類似の材料を含有していないことを特徴とする、請求項４から７までのいずれか
１項記載の酸化触媒。
【請求項９】
　担体と、白金、活性酸化アルミニウムおよびアルミニウム・ケイ素混合酸化物からなる
触媒活性被覆とを有する酸化触媒が粒子フィルターの上流に配置されている、ディーゼル
エンジンを有する車両のための排ガス浄化装置において、酸化触媒中で酸化アルミニウム
およびアルミニウム・ケイ素混合酸化物が白金により触媒活性になっており、その際、触
媒中に存在する白金量の５５～９５質量％は活性酸化アルミニウム上に存在しており、か
つ白金の残量はアルミニウム・ケイ素混合酸化物上に担持されており、その際、酸化アル
ミニウムおよびアルミニウム・ケイ素混合酸化物は、互いに１：１．５～１：４の量比で
存在していることを特徴とする、ディーゼルエンジンを有する車両のための排ガス浄化装
置。
【請求項１０】
　粒子フィルターが、金属製およびセラミック製の流通式フィルター支持体、焼結金属フ
ィルター、セラミックまたは金属製の発泡構造体、ならびにセラミック製および金属製の
ニット状構造体および織布状構造体の群から選択されていることを特徴とする、請求項９
記載の排ガス浄化装置。
【請求項１１】
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　担体と、白金、活性酸化アルミニウムおよびアルミニウム・ケイ素混合酸化物からなる
触媒活性被覆とを有する酸化触媒がＳＣＲ触媒の上流に配置されている、ディーゼルエン
ジンを有する車両のための排ガス浄化装置において、酸化触媒中で酸化アルミニウムおよ
びアルミニウム・ケイ素混合酸化物が白金により触媒活性になっており、その際、触媒中
に存在する白金量の５５～９５質量％は活性酸化アルミニウム上に存在しており、かつ白
金の残量はアルミニウム・ケイ素混合酸化物上に担持されており、その際、酸化アルミニ
ウムおよびアルミニウム・ケイ素混合酸化物は、互いに１：１．５～１：４の量比で存在
していることを特徴とする、ディーゼルエンジンを有する車両のための排ガス浄化装置。
【請求項１２】
　排ガスを請求項１から８までのいずれか１項記載の酸化触媒に導通することを特徴とす
る、ディーゼル排ガスの処理法。
【請求項１３】
　酸化触媒の入口における排ガスの温度が常に５００℃を下回っていることを特徴とする
、請求項１２記載のディーゼル排ガスの処理法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディーゼルエンジンを有する輸送用車両の排ガス浄化、特にこの適用分野に
とって特に好適な酸化触媒に関する。
【０００２】
　ディーゼル酸化触媒、特にＰｔ／アルミナベースの酸化触媒は従来技術において周知で
ある。これらは、ディーゼルエンジンの排ガス中に含有されている有害ガスである一酸化
炭素ＣＯおよび炭化水素ＨＣを、ディーゼル排ガス中に比較的大量に含有されている酸素
を用いて無害な化合物である二酸化炭素ＣＯ2および水素へと酸化するために使用される
。一酸化炭素ＣＯおよび炭化水素ＨＣ以外に、ディーゼルエンジンの排ガスは、窒素酸化
物ＮＯxおよび、シリンダー中、低温でディーゼル燃料および潤滑油の不完全燃焼によっ
て生じ、かつ主として煤の残留物と、場合により有機凝集物とからなる粒子を含有してい
る。
【０００３】
　輸送用車両、たとえば市街バス、ゴミ収集車、建設機械または農具はしばしば、ディー
ゼル乗用車とは基本的に異なった運転ルートで利用される。そのため、著しく低い排ガス
温度および異なった排ガス組成により異なった排ガス特性を生じる。たとえばディーゼル
乗用車の排ガスと比較して、窒素酸化物の含有率は明らかに低いが、しかし粒子の排出割
合は場合によっては著しく高い。さらに、ディーゼル乗用車の排ガスと同様に、輸送用車
両の排ガスは、ディーゼル燃料中の硫黄を含有するオルガニルの燃焼に起因する硫黄酸化
物ＳＯxの痕跡を含有している。硫黄酸化物は触媒毒として作用する。というのも、硫黄
酸化物は活性な白金中心に化学吸着され、ひいては白金中心は所望の触媒反応に対してブ
ロックされるからである。ディーゼル乗用車中で、このような被毒は時として富化および
排ガス温度の４００℃以上への上昇、ならびにここから生じる熱脱着により除去される。
ディーゼル乗用車では似たような方法で時折、粒子フィルターの活性な再生が行われ、そ
の際、フィルター中に堆積した煤粒子は排ガス中に含有されている酸素によって触媒作用
により燃焼される。これは、この方法が他の実施態様に使用されるとしても、特に粒子フ
ィルターがウォールフロー粒子フィルターである場合に該当する。
【０００４】
　多くの輸送用車両の適用では、排ガス温度が低すぎるために、活性な熱による脱硫およ
び活性な粒子フィルターの再生は不可能である。これらは多くの場合、輸送用車両にとっ
て典型的な運転プロファイルに基づいて、付加的な加熱措置を行わなければ適用すること
ができず、これは認容できない燃料消費の上昇につながる。従って輸送用車両のための排
ガス浄化装置は、硫黄による被毒に対して抵抗性があり、ＣＯ、ＨＣおよび粒子の放出物
を効果的に除去し、その際、機能性を得るために活性な粒子フィルターの再生または特殊
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な脱硫措置が不要である排ガス浄化装置を備えていなくてはならない。
【０００５】
　このために、開放型粒子フィルター支持体が使用される限りで、ＥＰ－Ｂ－０３４１８
３２に記載の酸化触媒と粒子フィルターとからなる組み合わせが基本的に提供されている
。この場合、粒子フィルターの再生は、フィルター織布中に堆積した煤粒子と、前方接続
された酸化触媒により発生されるＮＯ2との反応により現場で行われる。その際、白金が
酸化アルミニウム上に担持された、典型的な酸化触媒が使用される。ＥＰ－Ａ－１１４７
８０１にはさらに、約５質量％の二酸化ケイ素により安定化された酸化アルミニウムが、
ＮＯ2を生じる酸化触媒中の白金のための担体材料として適切であることが記載されてい
る。
【０００６】
　１もしくは複数の担体酸化物、たとえば酸化アルミニウム、アルミニウム・ケイ素混合
酸化物、酸化セリウムまたはゼオライト上に均質に分散した白金を含有する従来技術によ
る酸化触媒は、ＨＣ、ＣＯおよびＮＯに関して良好な酸化性能を有しており、しばしば優
れた熱老化安定性を特徴としている。しかしこれらは硫黄酸化物により被毒されやすいた
め、長期間に亘る使用の際には熱による脱硫が避けられない。従って、これらの触媒は記
載の排ガスプロファイルを有する輸送用車両で使用する場合には満足のゆく結果は得られ
ない。
【０００７】
　本発明の課題は、ディーゼルエンジンで運転される、粒子フィルターを有する輸送用車
両のための酸化触媒であって、排ガス温度が低い場合でも高いＮＯ酸化速度によって、良
好な長時間安定性によって、および硫黄化合物に対する優れた被毒抵抗性によって優れて
いる酸化触媒を提供することである。
【０００８】
　ＮＯをＮＯ2へと酸化する性能と、硫黄酸化物に対する被毒抵抗性との間では目的が対
立し、その原因は、窒素酸化物（ＮＯx）および硫黄酸化物（ＳＯx）の酸性の特性にある
。良好なＮＯ変換率を示す触媒は多くの場合、わずかに塩基性の担体酸化物を含有してお
り、この担体上で硫黄酸化物も良好に化学吸着される。従ってたとえば酸化アルミニウム
単独および／または希土類により安定化された酸化アルミニウムに担持された白金は、Ｓ
Ｏxに対して高い親和性を示し、ひいては高い被毒傾向を示す。これに対して、白金がわ
ずかに酸性の担体酸化物上に、たとえば二酸化ケイ素またはアルミニウム・ケイ素混合酸
化物上に均質に分散している触媒は、長期間に亘る老化条件下で多くの場合、良好なＳＯ

x被毒抵抗性を示すが、しかしＮＯ変換率は中庸である。
【０００９】
　ところで発明者らは意外にも、担体酸化物材料である活性な酸化アルミニウムおよびア
ルミニウム・ケイ素混合酸化物上に、触媒中で使用される白金全量が規定のとおりに分布
していることにより、ＮＯ酸化性能と硫黄酸化物による被毒傾向との間の目的の対立が有
利に解消されることを確認した。
【００１０】
　その際、「活性酸化アルミニウム」という用語は、以下の微粒子状材料を表す：活性ア
ルミナ、熱分解法酸化アルミニウム、α－酸化アルミニウム、δ－酸化アルミニウム、θ
－酸化アルミニウム、および特にγ－酸化アルミニウム、ダイアスポア、およびベーマイ
ト。しかし「活性酸化アルミニウム」という用語は、希土類またはその他の酸化物がドー
プされた、またはこれらにより安定化された酸化アルミニウム、ならびに酸化アルミニウ
ムと他の酸化物との均質な混合酸化物もしくは固溶体を含まない。
【００１１】
　「アルミニウム・ケイ素混合酸化物」という用語には、以下の微粒子状担体酸化物がま
とめられる：アルミノケイ酸塩（テクトケイ酸塩）（これは四価のケイ素原子がＳｉＯ2

立体網状構造において三価のアルミニウム原子により置換されているものを除いたゼオラ
イト）、ネソケイ酸塩、ソロケイ酸塩、シクロケイ酸塩、イノケイ酸塩およびフィロケイ
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酸塩（基本構造単位として四面体の［ＳｉＯ4］単位を有する）、（これらは対カチオン
としてアルミニウムイオンを有する）、二酸化ケイ素によりドープされた、もしくは安定
化された酸化アルミニウムの意味でのケイ酸アルミニウム（これらは基本構造単位として
、四面体の［ＳｉＯ4］単位ならびに場合により［ＡｌＯ6］単位以外に八面体の［ＡｌＯ

6］単位を有していてもよい）、酸化アルミニウムおよび二酸化ケイ素の均質な混合酸化
物および固溶体、前記化合物の混合物。
【００１２】
　この認識によって、本発明の根底にある課題は、担体と、白金、活性酸化アルミニウム
およびアルミニウム・ケイ素混合酸化物からなる触媒活性被覆とを有する酸化触媒によっ
て解決されるが、この酸化触媒の特徴は、酸化アルミニウムおよびアルミニウム・ケイ素
混合酸化物が白金により触媒活性となっており、その際、触媒中に存在する白金量の５５
～９５質量％は活性酸化アルミニウム上に存在しており、かつ白金の残量はアルミニウム
・ケイ素混合酸化物上に担持されていることである。本発明による触媒中で、酸化アルミ
ニウムおよびアルミニウム・ケイ素混合酸化物は、互いに１：１．５～１：４の量比で存
在している。
【００１３】
　有利には本発明による触媒中で酸化アルミニウムとアルミニウム・ケイ素混合酸化物と
は、相互に１より大：１．５～１まで：４の量比で存在している。この場合、発明者の認
識によれば両方の酸化物担体材料上への白金分布の様式は、主としてＮＯ酸化特性に影響
を与え、他方、酸化アルミニウム対アルミニウム・ケイ素混合酸化物の量比は主として、
硫黄化合物に対する被毒抵抗性に影響を与える。これは、発明にとって本質的な数値範囲
内で酸化触媒の組成を、その都度の目的とする適用に合わせて最適に調整するために利用
することができる。たとえば受動的に再生されるディーゼル粒子フィルターを考慮してで
きる限り多くのＮＯ2が供給されなくてはならない適用のための本発明による酸化触媒で
は、触媒中に存在する白金量の有利に６０～８０質量％が、特に有利には７０～７５質量
％が活性酸化アルミニウム上に存在している。さらに、浄化すべき排ガスが高いＳＯx含
有率を有しており、従って特に高い被毒抵抗性が必要とされる場合には、酸化アルミニウ
ム対アルミニウム・ケイ素混合酸化物の比は有利には１：２～１：４の範囲である。たと
えば良好な燃料品質が保証されている使用の場合には排ガス中で低いＳＯx含有率が予測
されるので、ＮＯ酸化特性を支援するために酸化アルミニウム対アルミニウム・ケイ素混
合酸化物の量比は、１より大：１．５～１まで：２．５が有利であり、１より大：１．５
～１まで：２は特に有利である。
【００１４】
　本発明による触媒の有利な実施態様では、酸化アルミニウム上の白金の局所的な濃度は
、アルミニウム・ケイ素混合酸化物上の白金の局所的な濃度よりも少なくとも２倍である
。有利には酸化アルミニウム上に施与された白金および酸化アルミニウムの全質量に対す
る酸化アルミニウム上の白金濃度は、アルミニウム・ケイ素混合酸化物上の白金およびア
ルミニウム・ケイ素混合酸化物の全質量に対するアルミニウム・ケイ素混合酸化物上に施
与された白金の濃度の２倍～６倍である。
【００１５】
　本発明による酸化触媒の被毒抵抗性に対しては、アルミニウム・ケイ素混合酸化物中の
二酸化ケイ素ＳｉＯ2の含有率も影響を与える。有利にはアルミニウム・ケイ素混合酸化
物の全質量に対して５～４０質量％のＳｉＯ2を含有し、かつ６０ｍ2／ｇ（ＢＥＴ）より
大の比表面積を有する高表面積のアルミニウム・ケイ素混合酸化物を使用する。アルミニ
ウム・ケイ素混合酸化物の全質量に対して５～２５質量％のＳｉＯ2を含有するアルミニ
ウム・ケイ素混合酸化物は有利である。ＮＯ形成特性に特に注意が向けられている触媒の
実施態様では、アルミニウム・ケイ素混合酸化物の全質量に対して５～１０質量％のＳｉ
Ｏ2と、１５０～２２０ｍ2／ｇの比表面積を有するアルミニウム・ケイ素混合酸化物がと
りわけ有利に使用される。
【００１６】
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　本発明による触媒中で、課題を満足する特性を達成するためには、酸化アルミニウムお
よびアルミニウム・ケイ素混合酸化物以外に付加的な酸化物担体材料は必要とされない。
特に本発明による触媒中で付加的な塩基性酸化物は望ましくない。というのも、塩基性酸
化物は、硫黄に対する被毒抵抗性を明らかに低下させるからである。酸化触媒の有利な実
施態様は、希土類酸化物を含有しておらず、特に酸化セリウム、酸化ランタン、酸化プラ
セオジムおよび酸化ネオジムを含有していない。さらに、触媒の有利な実施態様は、４オ
ングストローム（Å）より大きい下限流路幅を有するゼオライト化合物およびゼオライト
類似の材料を含有していない。というのも、このような材料は炭化水素を貯蔵し、ひいて
は特に２００℃を下回る温度でこの中に貯蔵された炭化水素とＮＯもしくはＮＯ2とのレ
ドックス反応によりＮＯ2の形成速度を低下しうるために望ましくないからである。
【００１７】
　本発明による酸化触媒の白金含有率は、触媒担体の体積に対して、有利には０．０７～
７グラム／リットル［ｇ／Ｌ］である。白金含有率は、触媒担体の体積に対して、有利に
は０．１５～１．５ｇ／Ｌ、特に有利には０．１７～０．７ｇ／Ｌである。他の貴金属、
特にパラジウムおよびロジウムは、場合により触媒のＮＯ酸化特性および／または被毒抵
抗性に否定的な影響を及ぼしうる。イリジウム、ルテニウムおよび金は、触媒の性能特性
に不利な影響を及ぼしうる。さらに、白金および／またはロジウムを追加で使用すること
により、望ましくないコストの増加を生じうる。従って本発明による触媒は、その有利な
実施態様では、白金以外に、別の貴金属、特にパラジウムおよびロジウムを含有していな
い。本発明による触媒は有利にはイリジウム、ルテニウムおよび金からなる群から選択さ
れる貴金属も含有していない。
【００１８】
　白金は通常の、従来技術に記載されている方法により、含浸、吸着、沈殿、および文献
公知の「初期湿潤（ｉｎｃｉｐｉｅｎｔ　ｗｅｔｎｅｓｓ）」法により触媒に導入するこ
とができる。有利には白金は適切な水溶性前駆体化合物の形で、酸化アルミニウムおよび
／またはアルミニウム・ケイ素混合酸化物を含有する被覆懸濁液に導入し、かつ規定の方
法で吸着および／または沈殿によって担体酸化物上に固定される。このようにして準備し
た、白金が本発明による量比で酸化アルミニウムおよびアルミニウム・ケイ素混合酸化物
上に予め固定されて存在する被覆懸濁液を粉砕し、従来の浸漬法、吸収法およびポンプ法
でセラミック製もしくは金属製のハニカム成形体上に、または有利な場合には金属製もし
くはセラミック製のフィルター上に施与する。こうして得られた被覆支持体を、本発明に
よる触媒の完成のためにか焼し、かつ場合によりフォーミングガスを含有する雰囲気中で
熱により還元する。
【００１９】
　生じる触媒は、ディーゼル排ガスの処理のために適切であり、その際、排ガスの処理は
、排ガスを本発明による酸化触媒に導通することにより行う。特に本発明による触媒は、
輸送用車両、たとえば市街バス、ゴミ収集車および建設機械および作業機械に関してよく
あるように、酸化触媒の入口における排ガスの温度が常に５００℃を下回る場合に、ディ
ーゼル排ガスを処理するために適切である。
【００２０】
　このために、本発明による触媒は、ディーゼルエンジンを有する車両のための排ガス浄
化装置において、粒子フィルターの上流に配置されており、その際、粒子フィルターは有
利には、金属製およびセラミック製の貫流式フィルター支持体、燒結金属フィルター、セ
ラミック製および金属製のニット構造体および織布構造体の群から選択される。
【００２１】
　あるいは本発明による触媒は、ディーゼルエンジンを有する車両のための排ガス浄化装
置において、ＳＣＲ触媒の上流に配置されていてもよい。このＳＣＲ触媒によって、必要
であれば、窒素酸化物の窒素への還元（排ガスの「脱窒」）を、外部の供給源から排ガス
に供給される還元剤を用いて、選択的に触媒作用によって還元することができる（選択的
接触還元ＳＣＲ）。還元剤として、有利にはアンモニアまたはアンモニアを放出する化合
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物、たとえば尿素またはカルバミン酸アンモニウムを使用する。場合により前駆体化合物
から現場で生じるアンモニアは、ＳＣＲ触媒により排ガスからの窒素酸化物と均等化反応
（Ｋｏｍｐｒｏｐｒｔｉｏｎｉｅｒｕｎｇｓｒｅａｃｔｉｏｎ）において反応して窒素と
水とを生じる。ＳＣＲ触媒による脱窒速度は、輸送用車両の適用において車体底部で予測
されるように、排ガス温度が２５０℃を下回る場合には、ＳＣＲ触媒の上流に配置された
酸化触媒により０．３～０．７、有利には０．４～０．６のＮＯ2／ＮＯx比が調整される
場合には常に特に良好である。この出願に記載した範囲での白金含有率、酸化アルミニウ
ムおよびアルミニウム・ケイ素混合酸化物における白金の分布、および酸化アルミニウム
：アルミニウム・ケイ素混合酸化物の量比によって、本発明による酸化触媒はこの適用の
ためにも優れて好適なものとなる。
【００２２】
　本発明を以下ではいくつかの実施例および以下の図面に基づいてさらに詳細に説明する
。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】ＳＯ2含有排ガス中での人工的な老化後の、本発明による触媒Ｋ１と、従来技術
による触媒ＶＫ１とを用いたＮＯからＮＯ2への変換を示す。
【図２】ＳＯ2含有排ガス（Ｋ１）中での人工的な老化後の、本発明による触媒の製造し
たての新鮮な状態（Ｋ１″）でのＮＯからＮＯ2への変換を示す。
【図３】熱水雰囲気中での人工的な老化後の、本発明による触媒Ｋ１′と、従来技術によ
る触媒ＶＫ１′とを用いたＮＯからＮＯ2への変換を示す。
【図４】アルミニウム：アルミニウム・ケイ素混合酸化物を１：２の量比で含有する本発
明による触媒Ｋ２と、アルミニウム：アルミニウム・ケイ素混合酸化物を２．５：１の量
比で含有する比較触媒ＶＫ２とを、それぞれＳＯ2含有排ガス中での人工的な老化後に用
いたＮＯからＮＯ2への変換を示す。
【００２４】
　例１：
　酸化アルミニウム：アルミニウム・ケイ素混合酸化物の量比が１：２の本発明による触
媒を製造した。このためにまず、酸化アルミニウムを水中に懸濁させた。次いで触媒に導
入すべき白金量の半分を、従来の水溶性白金前駆体化合物の注入により懸濁液に添加した
。アルミニウム・ケイ素混合物（比表面積：～２１２ｍ2／ｇ（ＢＥＴ）；ＳｉＯ2　１０
質量％）を懸濁液に添加した後に、白金の残量を注入した。
【００２５】
　被覆懸濁液を従来技術による浸漬法によって、１ｃｍ2あたり６２個のセルを有し、壁
厚が０．１７ｍｍのコーディエライト・ハニカム成形体上に施与した。被覆したハニカム
成形体を乾燥させ、３５０℃で４時間か焼した。
【００２６】
　こうして製造した完成触媒は、ハニカム成形体の体積に対して白金を０．８８３ｇ／Ｌ
含有していた。この触媒から、触媒活性と老化抵抗性の試験のために、直径２５．４ｍｍ
および長さ７６．２ｍｍを有する円筒形のコアを３個切り出し、これらを以下ではＫ１、
Ｋ１′およびＫ１″とする。
【００２７】
　比較例１：
　比較試験のために、同じ白金含有率（ハニカム成形体の体積に対して、白金０．８８３
ｇ／Ｌ）を有する市販のディーゼル酸化触媒を使用したが、これは白金の全量が、５質量
％のＳｉＯ2割合を有するアルミニウム・ケイ素混合酸化物上に担持されて存在しており
、かつさらにはゼオライト化合物を含有するものである。この市販のディーゼル酸化触媒
もまた、１ｃｍ2あたり６２個のセルを有し、壁厚が０．１７ｍｍの、被覆したコーディ
エライト・ハニカム成形体として存在していた。
【００２８】
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　この比較触媒から、触媒活性および老化抵抗性の比較試験のために、直径２５．４ｍｍ
および長さ７６．２ｍｍを有する円筒形のコアを２個切り出し、これらを以下ではＶＫ１
およびＶＫ１′とする。
【００２９】
　例２：
　第二の本発明による触媒を製造したが、これは、ハニカム成形体の体積に対して、白金
を０．７０６ｇ／Ｌのみ含有することが異なっていた。
【００３０】
　この触媒から、直径２５．４ｍｍおよび長さ７６．２ｍｍを有する円筒形のコアを１個
切り出し、これらを以下ではＫ２とする。
【００３１】
　比較触媒２：
　例１および２に記載の方法に相応して、別の比較触媒を製造した。これは、白金を０．
７０６ｇ／Ｌ含有しており、かつ本発明による２．５：１の酸化アルミニウム：アルミニ
ウム・ケイ素混合酸化物の量比を有していなかった。
【００３２】
　この比較触媒からも、直径２５．４ｍｍおよび長さ７６．２ｍｍを有する円筒形のコア
を１個切り出し、これらを以下ではＶＫ２とする。
【００３３】
　老化：
　切り出したコアのＮＯ酸化特性を試験する前に、製造したばかりの新鮮な状態で測定し
たコアＫ１″を例外として、それ以外は特定の条件下で熱により前処理し、こうして人工
的な条件下での適切な老化に供した。
【００３４】
　切り出したコアのＫ１、ＶＫ１、Ｋ２およびＶＫ２は、３５０℃で４８時間、窒素中、
ＣＯ2　１０体積％、Ｏ2　１０体積％、Ｈ2Ｏ　１０体積％、ＳＯ2　８５Ｖｐｐｍ、およ
びＮＯ　２７０Ｖｐｐｍからなる雰囲気中（貫流：１５０００ｈ-1）で処理した。これに
より、ＳＯ2含有燃焼排ガス中での通常の活性の損失を調整した。
【００３５】
　切り出したコアＫ１′およびＶＫ１′を、７００℃で１６時間、窒素中、Ｈ2Ｏ　１０
体積％およびＯ2　１０体積％を含有する雰囲気中で処理した。これにより、熱水排ガス
中での長期間の使用における触媒の活性の損失を調整した。
【００３６】
　異なった老化状態でのＮＯ酸化性能の試験：
　全てのコアを実験室用モデルガス装置中で、ＮＯ酸化反応におけるその触媒活性に関し
て試験し、その際、以下の試験条件を調整した：
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【表１】

【００３７】
　図１は、ＳＯ2排ガス中での人工的な老化による例１からの本発明による触媒Ｋ１およ
び比較例１からの従来技術による比較触媒ＶＫ１のＮＯからＮＯ2への変換率を示してい
る。２００～４００℃で、本発明による触媒は、従来技術による触媒よりも明らかにより
良好なＮＯ酸化速度を示している。
【００３８】
　図２は、製造したばかりの新鮮な状態（Ｋ１″）と、ＳＯ2含有排ガス中での人工的な
老化後（Ｋ１）の例１からの本発明による触媒のＮＯ変換速度の比較を示している。ここ
から、ＳＯ2含有排ガスによる負荷は、本発明による触媒のＮＯ酸化活性に対して実質的
に不利な作用を及ぼさないことが明らかである。
【００３９】
　例１からの本発明による触媒の長期間安定性を試験するために、Ｋ１′のＮＯ酸化活性
と、比較例１からの従来技術による比較触媒ＶＫ１′とを、熱水条件下での人工的な老化
後に試験した。図３は、その結果を示している。２００～４００℃の温度範囲でのＮＯ酸
化活性の長期間安定性の改善も示していることが明らかである。
【００４０】
　図４は、ＮＯ酸化性能とＳＯ2被毒抵抗性との間の目的の対立を効果的に解決すること
に対して、担体酸化物の量比の影響がどの程度であるかを示している。１：２の酸化アル
ミニウム：アルミニウム・ケイ素混合酸化物の量比を有する例２からの本発明による触媒
Ｋ２のＳＯ2含有排ガス中での人工的な老化後の酸化活性と、２．５：１の酸化アルミニ
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ウム：アルミニウム・ケイ素混合酸化物の量比を有する比較例２からの比較触媒ＶＫ２を
対比した。酸化アルミニウムの過剰は、酸化アルミニウム過剰を有する比較触媒の負荷後
にＮＯ酸化性能を劇的に損なう一方で、本発明による触媒は、そのＮＯ酸化性能に関して
ほぼ損なうことなく、ＳＯ2含有雰囲気下での負荷に耐えることができたことが明らかで
ある。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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